
(8月上旬号)(第11ず号)りよだ政市村大(旬刊)昭和'31年 8月 1日

め
ま
し
た
の
で
該
当
者は一

査
ず
る
も
の
で
農
地
の一

結
果
を
九
月
一
日
か
ら
一
不
服
の
小
立
を
認
め
ま
一き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と

洩
れ
在
〈
申
告
し
て
く
冗
一
所
有
者
、
お
上
び
耕
作
一
九
月
一一一十
日
ま
で
農
竺
す
。

一芳
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
部

ぎ
い
。
一
者
に
つ
い
て
行
い
ま
す
一
零
員
会
の
事
務
所
刊
縦
一
⑨
申
告
期
限

一K
記
へ
辿
れ
や
、

設
紀な

①
調
査
の
目
的

一
@
調
査
の
封
象

一
覧
し
ま
す
。
一
八
月
五
“
ま
で
一
ぎ
の
不
備
な
も
のが

あっ

数
参
加
し
て
、
大
い
に
一
農
地
法
第
八
十
四
傑
の
一
八
月
一
日
現
布
で
農
地
一縦
覧
υ
白
山
崎
で
き
人
だ
一⑨
申
告
書
@
配
付

一た
た
め
、
農
業
委
員
会
は

市
政
に
つ
い
て
句
づ
て
一
規
定
に
よ
り
、
毎
年
八
一
所
有
者
、
お
上
ぴ
耕
作
一
け
多
く
農
家
吃自
宅
も
ら
一
地
区
調
査
委
員
よ
り
配
一三
ワ
悲
岨
に
長
時
H
L
努

裁
会
¥
意
見
、要
望
た
一
月

一
日
現
在
で
所
有
地
一
者
の
争
農
家
の
す
ぺ
て
一
っ
て
調
査
の正
-
級
生
、
は
一
付
す
る
。

一η
を
浪
費
す
る
主
共
に
一

E
を
ど
し
/
¥
述
べ
て
一
お
よ
び
耕
作
地
の
状
況
一
に
つ
い
て
行
い
ま
す
・

一か
る
之
とで
あり
E
す

d

一
(
中
央
問
局
長
委
員
会
二
股
農
家
。
皆
さ
ん
に
大
変

く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
一
争
調
べ
、
そ
れ
に
よ
り
一
⑨
調
査
の
方
法
一
三
の
朗
自
、
調
査
嘗
に
一
昨
年
ま
で
コ
調
食表
も
大
一御
迷
惑
会
お
か
け
し
た
三

い
じ
ま
す
。
ー
一
農
地
一法
が
正
し
く
守
ら
一
申
告
に
基
き
農
議
委
員
一
記
載
S
れ
た
事
項
ι
っ
一部
分
は
医
暗
い
結
人
さ
れ

一主
も
、
し
ぱ
じ
ば
め
り
ま

i
市
民
課
v

一J
弘
行
門
戸
市
同
作
伺
{
t
J
怜
が
行
い
、
そ
の
調
査
一
い
て
は

一
般
農
鋭
か
ら
一
て
お
り
、
業
務
遂
行
上
大

τた。

一

i
{
J
E
L
i
t
z
-
E
2
2
3
2
3
E
E
-
-
i
}
・3
3
j
}
}
2
j
i
--}
〉
t

i
一三
η
調
貨
は
申
告
者
一唯一

阿

川

崎

恨

同

出

向

|

|

町

一p
w
J
予

防

接

種

之

健

康

診

断

一
糸

姫

募

集

一A
川
口
け
れ
渦
二

十

一

郎

組

告

訴

月
一
日
一
曜

一時間

一
会

場

一
集

合

範

囲

一

円

一

一

大

付

公

共

職

業
安
定
所
で
一今
朝
一
務
唱
:・愛
知
県
一
明
接
む
関
悌
しま
す
ο
で

引

;

軒

以

昨

紅

匙

慢

強

日
あ
な
の
酬
誇
る
た
め

一は
紡
践
女
子
従
業
員
う
赴
任
旋
費
は
支
給
一
該
当

2
2
3

説
明
河
川
区
昔
話

5
2
44
H明
信
制
一
一
政
控
訴
一
色
村
三
料
理
念
一目
的
一
勺
日
計

らう

2
、
去
る
七
月
二
十
日
「
市
民
空
白
市
長
」
を
実
施
し
た
。

一一同
一」一
川

一い

市

巾

2
一竹
極
地
区
議
一
一
接
種
主
僻
康
診
断
奈
の
一
ぃ
。

一

川
1

1

1

1

1

1

1

1

一調
査
ぎ
提
品
が
な
い
場

今
回
は
婦
人
会
の
幹
部
の
方
が
夏
、
助
役
、
牧
入
役
、
教
育
長
、
各
課
長
制一
一
川
一川

一判

一

川

百

引

引

引

型

戸

川

崎

同

1

1

1

1

1

1

1

1

・一
て
…
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
一
合
は
名
簿
広
登
錬
洩
れ
と

酢
ι下
計
ベ
叫ん…一一
ruf--バ

JidrA

堅議議俊一い
一川一川
市
山
市
出
品
市
一
一
司
川
同
日
川
山
市
川
一
一
日
五
人
名
簿
登
減
資
格
者
の
調
薬

一町一明治問

欄

瀦

幽

胡

欝

総
睡

眠
一一一ー一一一一一
¥
i¥いに
し

γ
糸
口仁川¥一
¥

藤

議

卸

一

一

い

一レ

一
μ
菅
直
一
ニ
浦
中
学技

一

グ

五

オ

什

1
1寸
ー
l

l

寸
l
l
一一

豆

、

一簿
疋
登
諒
さ
れ
て
い
な
い

務
総
繍
鶏
議
論
闘

i
r
t
L警

護

“

一

一
川
一計

一

ME--引
副

七

件

一

て
ベ
ル
ク
よ

一
八
月
六

白
一

一

一

月
…
ぜ
ん

;

日

一
選
挙

2員
会
ま
だ
と
、
室
長
、
投
奨
す

鱒
髄
鱗
齢
:
'
劉
議
悶
謝
J
Z
↑

一い

一は
一命

直

司

直

十崎

直

直

一

九

十

山

下

門

川
-

一

i
f一一

色

A
d
ひ
き
り
、

一
ま
川
野
へ
申
出
て
く
一
る

3
5き
ま
せ
ん
つ

鱗

輔

髄

鱗

幽

総

翻

聯

盟

己

W

J
一
同
一パ

一グ

五

引

担

ー

イ

町

一

寸

引

川

一

一

配

副

社

入

村

保

健

所

一一
基本

3
8
3録
一

m
sぃ
。

一

:

点

特

に

注

意

し

繍

機

嫌

機

撃

騨

鱗

鱗

翻

雛

瀦

:

九

三

一

川

一引

一判

一む

国

制

面

劃

計

一

一

惜

康

診

断

一判

明

日

主

g
zi
一
資
格
者
つ
調
査
に
つ
い
て
一
注

意

一
?
?
と

藤

議

欝

麟

議

臓

議

繋

瀦

機

関

Jげ
い
川
γ
¥
J
奴

J

・
一一
1
一リ

一巾
市
川

1
1丙
ぽ
同
川
F
I
l
l
-
-卜
I
I
I
-は、
水
祇
じ
月
中
旬
サ
乙
資
格
唆
件
を
乃
他
巴
つ
一
へ
選
挙
管
域
安
員
虫
J

闘
騒
議
欄
麟
灘
閣
議

p
u
!一一九一仁

三

い

一引
一
同

τ瓦
E
E配

配
一
一
下
同

i
h
J
I
l
l
l
i
-
-詳し
く
掲
峨
し
ま
し
乞
い
て
は
調
査

5
品

一ブ
ラ
ジ
ル
移
民
支

報

欝

韓

関

幽

一

一
一
一
議
事
怖

騒

騒

a
一寸

一パ

一

4L百
五

配

引

二

種

類

一
患
者
家
族

コ

U
J
p
z
z
i載

し
て
あ
り
ま
ず
か
ら
ず

5
3
3ル国

欝

戦

場

議

磯

鱗

ー

:
!
と
一

fJ41
関

聯
蹟

繋

.

ニ

ー
一日

一汁
ー
で
山
市
山
山

川
長

引

ド

一

一

ハ

|

|

川

仁

川

は

い

「
ド

|

]
一
帯
吃
配
布
さ
れ
て

i
記
入

3
2場
3
fグ
ア
マ
河
だ
と
者
乞

欝
鰯
醗
閉

¥
JJi--λ醤

鰻

了

一

川

市

一川

市

川

両

閣

岡

国

国

オ

引

-
J
17パ
川
?
と
問
山
い
主
す
の
で

4
7く
読
ん
で
切
ら
記
入
一
築
設
し
て
い
ま
す
。

鱒

麟

議

繍

勝

一

，一三一二
γJrv
にごり
:

贈

組

織

ニ

オ

汀

可

一

七

訂

引

い

止

J7b
f一
勧
ペ
ル
タ
ぷ
一
五
円

一

八
円
一
一
忘
れ
は
く
御
記
へ

2
、
一し
て
く
だ

s
t
2
8柔
軟
之
一
二
十
芸

鱗

難

鰯

織

機

議

眠

一

門
Alt-UJ1
瞳
震
錨
畿
二
つ
|
じ
卜
じ
いu
h
h
ド
u
l
l
l日
有

|

|

|

げ

下

l
i「
l
l一一
明
総
代
を
経
均
し
て八

1
2
3
3、本
Z
σ、農
j
刀
一一
人

麟
鴎
彰
翻
鱗
時
一
誌
の
状
況
調
査
汁
は
川
に
日
パ

一一日
訪
問
団
説
明
凶
器
関
諮
問
山
山
脱
出
品

離
縄
関
輪
開
開
閣
議

ニ

八月五日までもれなえ申込を古

d
l引
っ
引
円
一
一
出

hErdR淀川
刊
誌
部
十配

議

錦

織

機

調

調

翠

圏

一
で
は
見
学
を
す
る
在
ど
日
設
立
の
規
定
さ
所
一
ど
の
状
況
調
査
塁
雪
下

l
I
L
i
-
-
「
I
L
l
-た

一

i
i
mし

て
く

一
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ
っ

巳
江
副
剥

l
j圏

一
頃
の
市
課
長
の
仕
事
が
は
じ
品
目

N
G
M
G
r
i
-
-
L持
円
ト
ド

-Hwnwhhoi--HHJ

¥
1111Jリ
J
、一、一三-
闘
灘
務
総
欝
:ー…~J
帆
園
田

帝
政
談
懇
会
の
時
間
学
総
死
一
史

多
数
お
集
り
く
村
い
き
い

忙

し
し3

ク

園田園圃轟

日
市
長
H

熱
心
に
市
役
所
事
務
ご
取
り
組
む

婦
人
会
幹
部
が
行
政
勉
強

之

の

「
市
政
だ
よ
り
」
は
八
月
ご
日
市
民
課
か
ら
送
附
し
ま
し
た
@



'
t
。

一

げ

た
且
わ
次
K
よ
わ
実
施
さ
一
〈
一
採
用
予
定
人
民
約
百
名
跡
)

会

蓑

成
エ
の
自
転
車
行
進

ム
y

一

れ

ま

す

。

一

A-m迅
期

日

昭

和

三

十

審

本

細

従

来

の

徒

弟

制
度
を
磁

諸

川

一

A
試

験

期

日

九

月

四

、

五

一

一

年

七

月

五

日

か

ら

八

川

当

事

し

℃
勢
働
基
準
監
替
局

せ

る

之

、

と

。

一

日

一

月
二
十
日
ま
で

一八日
申
込
場
所

教

育

零
員
一
い
。
(
大
付
柔
道
協
会

二

指
導
下
町札
新
し
い
技
能
者

な
お
、
来
地
域
で
は
部

一ム
試

験

場

町

一

ム
閥
書
提
出
先
東
京
都
一

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

一
の
養
成
に
努
め
つ
つ
あ
る

溶

兄

の

輸

措

一

中
央
計
量
検
定
所
一福
岡一

新
宿
区
市
谷
河

川

町

八

一

手

を

ミ

り

わ

っ
て

遜

も

、

フ

五

年
坤
区
技
能
者
養
成
事

一

支
所
ハ
福
岡
市
契
院
旧
制
一
週
商
産
業
省
計
境
政
習一

母
子
樋
祉
連
合
曾
設
曾
式

5
日

一務
局
で
は
創
立
一

周
年
記

一

端
七
得
地
J

一

所
、
詳
細
は
経
済
課
へ
一

か
ね
て
婦
人
会
の
協
力

に
一
五
日
午
前
九
時
か
ら
中
央

一念
事
業
L
L
て
、
七
月
二

明

試
験
科
同

一
般
常
織
一
問
合
せ
て
下
さ
い。

一よ
り
市
内
在
住
の
母
子
家
一
公
民
舘
で
行
わ
れ
ま
す

O
一十
日
市
内
の
製
パ
ン
、
洋

数
学
、
|

直

門

l
ト

1
1
1
1い

事

課
二
庭
の
会
が
一
一
浦
、
昔
、
一
で
、
市
内
在
住
の
未
亡
人
一郎
、
時
計
、
自
転
単
、
大

例
数
曾
て
盆
踊
り

一め
、
八
月
十
六
十
七
日
の
一
大
村
、
三
城
、
中
央
、
四

一
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
刻

一江
、
正
官
、
野
管
、
松
制

ー

一

一附
日
午
後
七
時
か
ら
下
波
大
村
、
竹
松
、

支
湖
、
幅
一
す
る
会
員
の
方
々
は
通
'W

担
製
造
の
各
業
者
の
養
成

旧
日
げ
日
埋
立
地
ゼ
一

戸
埋
立
地
で

ν
ク
u
y
ヱ

l
一
重
松
原
の
各
地
区
十
カ
所

一も
れ
の
方
も
ち
る
LL
思
い
一

大
村
市
仰
敬
会
で
は
市
後
一
ジ
ョ
ン
を
か
ね
て
凡
作
品
川
り
一
K
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
一
ま
す
の
で
、
万
障
繰
合
せ

援
の
下
肥
市
内
寺
院
ぽ
徒
一
を
行
う
。
ハ
市
民
課
)
一
之
の
連
合
体
で
あ
る
、
丸
一
て
、
参
加
さ
れ
る
よ
う
お

の

親

陸

、

融

和

を

図

る

た

一

村

市

母

子

欄

社

漣

合

会

の

一

知

ら

せ

し

ま

す

。

一

発
会
式
主
総
会
が
、
八
月

一

ハ
問
祉
事
務
所
d

(第111号)

す夏午員!官り議室長坊位75Tg震裂と開て52者会計3空間rg;自tE 目W
るの後5j中 とでなの るいフ 肥、す しにて誕 ・剤 く 、要媒かおをと巨 b う弱老r.~ï 'D つ 体 す ft 月IliA1 H~I 
型陣)L笠iの。きき清。るラ惚雨ゐて整い周 撒 だ発領 介え 錠予し 咋?い人〈 中 て 刊 。 地 が炎 川円

活;時季i直 た に 婦 の」 め水。蚊理る漣 布ぎ 忽芦 源 ての防て年あたや 恐で叫;ウ 忙最内 カtt 必ミ
防 iま司Ii!射 い「‘ でがたが の し 容 に に い源徹でお基すお八わめ幼し も介イ 発情毎 妹 災
障室で凶)を よポ花 鶏沢きは 発、器、 よ 。除底あり参るり月ま、児い 死さル 生期可ニユ.~ノ、
員'"小むさ ワウ筒 剤山にい 生溝が汚 る 去的る ま をすこを中す恨ば病 亡れス L'e八寸ト
33内 jけ iニフ、 を発は b 似のた水 蚊 に に 蚊 す 目 め す陀 o り何気 事 、 で て 師月 ゴ4

話一七 jる す ラ 7]( 散生「こ を清いが の 努 m;盈の前、口四当易抗で が 伝 蚊 お にか 刀直ーー
訴湾月: 一一 一 三
一=~が市 L 各泳 K は酷今 い i 比 一一一一ー一一一一一山町一 ⑥ る手 過 (!5)三 k "" -r法

読む222宅都市立輩出額櫨鶴麟鶏覇躍 日 間 2ニ;
摸れ午jし於わ水ん て / 続 ヰ さ 突re{臨轡騒翻麟機欝 懇讃輔 、。ろ 調る: 桁蚊 縫
為的目撃ZUワル;:~齢J J〉鞠騒鱗盛明盤調努 ; Tj Z Z 1LJニ
E28aj万 しれ32五tzら)機騒甥鰐畿J{i暴露彊Hfl;5U 規
制削かiは事 発 f半 。盛た見十+~麟機関緩狩議鑑藤勝1錨懸望書で 意tjJLわ る J込

J2133懸コ;;コgEj麟欝騒騒11'1霊童至-22うヰ治
行 A てd.4、外ムま さ重の在 慮 策 め い に が命守難学んも、意削 機織機麟鰯よ:織 し「 洗赤 1itS L 
2者会22Sド設計Ziミ関心見守。官委主守潜鱗鱗饗畿麟鱗懇書室 訪問二会 ょ
官官 。持 認山5攻会抗R向間2詰出塁詐出?旬出E駁叩z口昨f玲え出富郁字 毒齢3《げろ (仁仁仁晶町ぺ三

を乙必 泳可 ねせい庭し 一 の御 ο御て いか供 に々 Tご 、~ ......写買は市内各F唾也区の泊撃羽E肱i匝E作業 1街軒 近 7
入主余 がし がててでま居予協方父お魔らた 堪陀さフ{ i ?を陪た 今 〈
念。 っ せた いくはもすの防力々兄り悟安も え対ぃ i に活摺している市の新鋭動大陸霧機 r~ ，f，; ~与え竺課 へ
に れ 在以 し冗 殿 失。御的にの並まで金を まし品~ ~~同 一千) 行

五
百
の
二

の

す

ム
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
の
陽

転
者
や
心
臓
の
弱
い
者

た
ど
は
…
体
が
せ
在
い
こ

守
』

O
ム
清
流
や
水
深
O
情
況

を

熟

知
し
て
一
保
守

で

ヲ臨!修γ来る障害者更生 れさ更生体肢更島~lg l " I !l I !l I " I ~ 1 817 期 クp断診橋水新生長育舘問開を程で教育 公 声 附 ム 7Kムヱ

~式九てを 由者不自 生 体障 公 ヱハ探 ;有ま活く公零守 で返事泳視と
棄を月 い図 l同長沼?と勤 O R:員 ' 放の故にの o

一週 にる 号〆崎 v 動内の舘会 い大発 1-1¥詐
明え第 f所導旨身体崎県長る 目 指準所生 害 28 I 24 I 2l I 17 I 10 I 7 I 3 I 31 田里 ョ主 、に教 ir:研修道で 3 号喜 荻 人 生 カ 可
生まー 的 の 日盲運目ン事公つ fro内替は E 口、求 肥内 け が
を募集す期 で 社的izk z 者火金大金金火 金大 営 、v 民い零方容研次日 νノめ早場ぬ左
が生で設 纂 研 公、舘て員ハは修の、:tl1る く合こ く

、 のは常一 集2 松福 原 水 鈴 今会修 民土ーの()教公会日か理工 大はとて

t主並 従す事 き行 募集 三委~原重萱澗 中h 田 村 曾 いー 婦'~ 人 舘中 1反 Jレ舘ら百
二すび計 3昭 扇 II .. ~グ窓口回茎中公 日 る般市主 ト省 V 運各 1!丹 に
〉るに 量れ手u 量 日第二民事 民 程 。の勤干!有ス(、営 た
十者計る 虻た二:挙ル 舘三区舘校舘場 〈会、の、J ラ用 者t合討z に 地 修 ハ え

量関計十・以 敬 加背 推左 イ崎 つ区 敬 ま
》そ士す貴~習 = 育を年 Eド主い 会 せ~ CD I'C庁官公る法七平切 生 松福萱竹西本~ 一地 零希団進居?上事 て司て令 呆ん
f他な の 業務 陀 三 29 大 貝 笠 そ で 、i氏 J ハ L員""マ 。

:ーろ職基月自の原重潮松村庁田浦 区 会 し の あ 公 ハ 、 評 パ 会
:般う員 イ 1租 〉て 他る民国才住[ネ ) 

りJ: t!. 政市村大(旬刊)昭和 31年 8月1周(二)

山

羊

の

腰

麻

熔

注

射

-

8
日

ー

か

ら

は

;

ー

で

一

在

外

事

実

調

査

絡

る

大
村
乳
山
羊
改
良
組
合
で
つ
一日

午

前

中

竹

松

沢

張

一

引

揚

者

数

は

千

四

百

六

世

帯

は
、
舟九
D
日
肢
に
よ
り
山
一
所
v

ム
注
射
手
数
料
現
組
一

一

一厚
生
省
令
吃
よ
る
引
揚
者
二
致
団
結
、
強
く
政
府
に

羊
腰
臨
海
予
防
注
射
を
実
一
合
員
は
無
料
。

一

一

一

一

在

外

事

実

調

査

は

、

去

ゅ

の

一

折

倒

し

て

、

私

た

ち

は

十

施

し

ま

す

の

で

多

数

所

定

一

新

期

加

入

者

は

入

会

金

百

一

一

一

一

か
ら
全
国
一
一
知
一
年
来
の
宿
望
を
貫
徹
す
ペ

の
場
所
へ

引
付
け
て
く
だ
一
円
で
注
射
は
無
料
。
ム
登

て
/

量

一

一

。

一
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

一き
、
と
き
?
と
存
じ
ま
す

0

3
い
o
A
八
月
六
日
午
前

一銭
を
受
け
ら
れ
る
も
の

一

一

一

一本
県
に

於
り
る
調
査
は
じ
一
在
お
参
考
ま
で
に
本
市
陀

一

中
三
浦

ハ
岡
崎
積
宅
ゾ
ム

一

日
本
ザ

1
ネ
シ

種
登
録
-

一

一

↑月
h
旬
無
事
完
了
し
、
調
一
於
け
ろ
調
査

の
概
略
を
お

八
月
八
日
午
前
中
鈴
田
ハ

一

協
会
入
会
費
:
・百
円

一

一

一

一

査
団
関は
既
に
原
生
省
に
提
一
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

石
上
宅
V
A
八
月
十
日
午

一

登
録
手
数
料
二
百
円

一

一

一

一

出
済
み
で
あ
り
ま
す
。

一

ハ

外
資
同
大
村
支
部
》

前
中
大
村
ハ
公
園
下
ゾ

A
一

計
三
百
円

一

一

一

一今
後
は
い
よ
/
¥
h
金
会
員
一

八
月
十

一
日
午
前
中
西
大
一
〈
大
村
乳
山
羊
改
良
組
合
)
一

副

村
ハ
同
張
所
ぜ
ム
八
月
十
一

.

一

大

村

市

の

引

揚

者

数

一地

区

別

第
3
衣
自
衛
隊
員
ヤ
募
集

一1
1
7
J
l吋

44.司

〆
切
・

8
月

引

目

安

で

警

は

今

回

限

リ

一流

哩

ぽ

嗣

岡

間

同

A
長
崎
県
応
募
目
標
数
二
一
室
:
・
昭
和
一一↓十
一
年
十
一
・
・

1
一
-

h

一

一

ミ
一

一

一
三

浦

一

一
八
一
四
O
一

六
一.
四
六

千
七
百
名

一

一

月
後
び
十
二
月
一

三

自

一

て
f

一

一

ョ
一

企
応
募
資
格

一
A
受
付
期
胡
中
の
提
出
で
一

IBI--つ1
J
Il--
「
1
1寸
l
l

①
昭
和
六
年
十
一
月
三
も
約
二
千
九
百
名
ハ
今
一
鈴
同

一
三
コ一一
九
六
一

一
四
て

一O

日
か
ら
昭
和
十
三
年
一
弐
試
験
実
崎
数
J

を
超
一

i
l
l寸
1
7
11
1

1
寸

|
|

十

一
月
一
日
ま
で
の
一
過
し
た
も
の
は
共
期
医

一
旧
大
村

一二
五
七
三
三
四
一
九
八
一A
六
八

閣
に
生
れ
た
者
。

一

繰
越
さ
れ
る
O
で
志
願

寸

1
1
1・T
I
li
-
-7
1
1
7
1ー

②
中
挙
卒
業
程
度
以
上
一
票
を
早
目
に
提
出
の
と

一旧
大
村
町
τ
一一

二
五
九
A
一
五
九
一六
五
七

の
学
力
を
有
す
る
者
一
言
。

一ア

11
1
下
1
1丁
1
17
1
1一

ァ

A
前

験

九

月

二
十

一
日
一企
受
付
メ
切
八
月
三
十

一
一
西
大
村

一五
九
四
一
一、空
会
一
一
一
一

二、

一見

か
ら
十
月
五
日
ま
で
の

一

目、

詳
細
は
市
民
課

ヘ
ア

l

「l
下
L
I
L
-
--

問
。

一

問
合
せ
て
く
冗
さ
い
。

子
竹

松

一一
八
八
五

七
二
一
七
二
一六
四
四

A
海
上
は
今
共
募
集
合
格

一

ハ

市
民
課

V
-
J
-
L
ll
l
「
|
|
「
i
l
「
|

|

綜
誌
は

1
入
隊

↑
柔

道

昇

段

試

験

一
登

湘

一
コ一
七
一
九
九
一

i
一
一八

A
航
空
は
す
二
用
入
隊
〈
雨
和
三
十
一
年
度
昇
段
試

i

|
寸
1
1
7
パ
丁
l

今
共
合
格
者
ゾ
が
最
終

一験
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

↑

一ユ
O
一
九
O
一

四
一
九
四

で
あ
る
。

一受
験
希
紫
者
は
早
目
に
申

一

1
1
71

7
ー
一

l1

A
入
段

一込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一

回
O
一

一

一
豆
一
一
エ
入

陸
;
・
昭
和
三
十
二
年

二

ム
期
日

八
月
二
十
六
日

1
11

1
1
「
ー
ー

ヒ

旬

海

・

:

ハ

日
曜
)

十
二
年
二
月

A
場

所

大

村

市

図
書
館

工
七
十
数

名
K
よ
る

市
内
自
転

車
一
周
を

行
い
、
移

っ
て
市
役

所
聞
に
於

℃
市
長
代

趨
永
回
収

入
役
の
激

励
を
受
け

ル
た
。

J

〈
市
民
課
)

写
民
は
自
持
率
行
進

在
外
年
般

卒

均

一服
引
当
選
者

へ

B

・s郷
土
演
馨
曾

去
る
じ
月
二
十
八
日
中
央

公
民
舘
?
開
催
し
ま
し
た

一d

ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
全
国
次

会
減
退
費
助
郷
土
演
説
盟
会

一
の
際
、
福
引
当
せ
ん
者
で

一実
D
番
号

D
方
は
現
口
問
未

雫
債
で
す
か
ら
、
心
当
り

一
の
方
ほ
、
来
る
八
月
十
日

一ま
で
陀
受
取
9

て
く
詑
さ

一釦
せ
ん
番
親
ム

つ
七
じ
ム

ご
一一七
O

A
八

3
五
A
九
二

一九
A
二
二
六
四
A
一
一一一一一

一二
ム
一
三
一三
八
ム
二
四
六

一七
ム

二
七
九
五
ム
一.
八
七

十九
ム

.
内八
八

O
ム
二
八
八

一九
ム
コ一

O
二
一一
ム
三
O
二

一四
ム
一
一
一

一
四
一
ム
三
五
一

一五
A
一一-
五
四
五
ム
コ
一六
五

一六
A
四
五
八
七
以
上
十
九

一点

〈

中

央

公

民

舘

)

一一

年

内

で

タ
，、
コ
は

一
六
年

市


